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1  自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0770403590 ・職員の配置を充実させて、個々に合わせた支援を提供し、その人らしい暮らしを支えられる
よう努めています。職員には個々の介護スキルが高まるように、内部研修や県GH協議会等
の外部研修にも積極的に参加して、認知症の理解と対応法を学び認知症介護の専門職とし
ての意識を高めています。
・近隣にある協力医療機関と24時間オンコール体制の連携をとり、入居者の健康全般の管
理に努めています。　また、身体的に重度な状態になっても、ホームで適切な医療が受けな
がら最期までその人らしい暮らしが継続出来るような体制にもあります。

法人名 有限会社ＴＯＭＯ

事業所名 グループホームトモ・ハウス

所在地 福島県いわき市中之作字勝見ヶ浦４９－１８

自己評価作成日 令和2年12月1日 評価結果市町村受理日

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigo-fukushima.info/fukushima/Top.do

地域密着型サービスの意義と役割を理解し、地域の方に知ってもらい、事業所としてどのよ
うな取り組みができるかを考え、貢献したいと考えている。
管理者・職員は、コロナ禍のなか家族との関係が継続できるよう面会方法を工夫するなど、
利用者がその人らしく安心して暮らせるよう取り組んでいる。

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名 特定非営利活動法人　福祉ネットワーク

所在地 〒974-8232　福島県いわき市錦町大島２番地

訪問調査日 令和3年2月19日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
取　り　組　み　の　成　果
↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

1 （1）

2 （2）

3

4 （3）

5 （4）

6 （5）

7

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
○理念の共有と実践 法人の理念が「相互支援社会の実現」。職員と一緒

に作成したホームの理念は「私たちは一人ひとりの
尊厳を守り、地域で安心して暮らせるように支援い
たします。日々のミーティング等で振り返りながらケ
アを実践している。

職員は一人ひとりの尊厳を大切にしてケアを実践
している。職員自身や家族が認知症になったとし
て、安心して暮らせるようにするには何をすればよ
いか考えながら対応している。理念に基づいた具
体的な目標を立て、状況を見ながら評価し、変更
している。

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践
につなげている

○事業所と地域とのつきあい 毎年、利用者とその家族、近隣住民が交流できる芋
煮会を開催していたが、コロナウイルスの感染予防
のため自粛している。

コロナ禍前は、町内の活動は回覧板等で情報収
集して参加するようにし、地域の方訪問があり、利
用者と話をしたり、過ごして頂く傾聴ボランティアを
受け入れている。近隣の中学校と連携して職場・
職業体験の場として受け入れている。

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し
ている

○事業所の力を活かした地域貢献 職員に認知症キャラバンメイトがおり、地区の老人
会や地域の地域の学校で認知症ケア等の啓発に努
められる体制はできているが、行政から依頼があっ
たものがコロナウイルス感染予防のため中止になっ
ている。

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

○運営推進会議を活かした取り組み 運営推進会議を２ヶ月に１回偶数月最終水曜日の１
４：００と決め定期的に開催して区長、民生員、家族
代表、協力医院、地域包括支援センターに出席して
もらい、意見、要望等をサービスの向上に活かして
いたが、コロナウイルス感染予防のため、実施でき
ない状態にある。

会議で、包括支援センターから地域の課題を取り
上げてもらい、地域の医療機関から医師も参加し
て取り組んでいる。区長・民生委員・包括支援セン
ター等のメンバーが参加しているので、介護に対
する地域の課題が話せる場としたい考えている。

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携 管理者は小名浜地区中地域ケア会議のメンバーに
なり、行政、多職種との連携をとっている。事業所と
しても地区の徘徊模擬訓練、認知症講演会等にも
全面的に協力している。市事業の介護相談員が10
年以上同じ方が月に１回訪問している。

認知症の方が安心して暮らせる地域づくりを目指
して、専門職の知識を活かして協力・連携してい
る。地震の時には、事業所の状況確認の連絡をも
らうなどしている。高齢化問題で行政が取り組むこ
とに事業所として協力している。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践 職員は、内・外部研修で身体拘束となる行為を正し
く理解して、日々のケアで身体拘束をしないような工
夫に努力している。平成30年4月から身体拘束廃止
委員会を立ち上げ3ケ月に1回は委員会を開催して
いる。

身体拘束はしないことを基本にしている。言葉で、
不適切と思われるときは、ミーティングで取り上げ
各自職員自身に考えもらい、言葉の拘束をしない
ようにしている。一人ひとりのできる・できないこと
を見極めて、見守りを強化して拘束のないケアを
実践している。

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

○虐待の防止の徹底 高齢者虐待防止に関しては、内・外部研修を通し
て、すべての職員が虐待防止の遵守に努めている。
また、日頃のケアで不適切な対応にならないように
職員同士が言い合えるようにも努めている。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐
待が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている
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9
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12

13

14

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○権利擁護に関する制度の理解と活用 職員は内・外部研修等で高齢者の権利擁護、成年
後見制度について学ぶ機会を作っている。必要に応
じて家族等に相談して制度を活用出来るように支援
している。

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得 契約の締結等は、契約書、重要事項説明書等で十
分に説明して、家族が納得の上で入居して頂けるよ
うしている。また、契約の改訂等があれば家族会等
で納得して頂けるような説明をしている。

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い
理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映 年３回予定していた家族会は、コロナウイルス感染予防
のため自粛している。ご家族が面会に来たときに１階の玄
関先に設置してある意見箱に気づいたことや要望を投函
できるようにも整備してあるが、訪問時に些細なことでも
口頭で言えるような関係づくりに努めている。なお、要望
等はミーティング時に職員へ反映させている。

コロナ禍でも、面会したいとの家族の希望があり、
スマートフォンやパソコンを活用し、リモートで面会
できる体制づくりをしている。利用者と家族は、互
いの生活状況を見て確認することができ安心でき
て感謝されている。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員なら
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映 代表者は、毎月給与支給日には明細を手渡すととも
に訓話があり、職員の意見や提案を聞くようにして
いる。管理者は、毎日のミーティング時に職員から
の意見、提案を聞くようにして、職員だれもが言い出
しやすい環境に努めている。

懐メロなどを聴ける環境にしたいと提案があり、大
型テレビに懐メロを録画したり、DVDで唱歌や体操
が出来るように整え、利用者の笑顔が多くなって
いる。職員の、資格取得には休みや費用を援助し
たり、仕事として本人が受講したい研修会に参加
できるようにしている。

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備 代表者は、毎月の経営会議を通して毎月の実績、
ホーム内の現状を把握している。また、全職員の仕
事に対するモチベーションが上がるような職場環
境、労働条件の整備にも努めている。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

○職員を育てる取り組み いわき市・社会福祉協議会・福島県認知症グループホー
ム協議会主催の研修会がコロナウイルス感染予防のた
め開催が自粛の状態にある。ホーム内で業務研修や毎
日の業務の中において、過去に受けた研修を参考にしな
がらサービスの質の向上に繋がるよう努めている。介護
に関する資格取得の際には事業所側が全面的に協力し
ている。

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確
保や、働きながらトレーニングしていくことを進めてい
る

○同業者との交流を通じた向上 開所から福島県認知症グループホーム協議会に加
入しており協議会の地区管理者会議、職員研修等
には積極的に参加し、同事業者との意見交換を通し
てホームのサービスの質の向上に努めていたが、コ
ロナウイルス感染予防のため、研修を縮小しリモー
トでの研修で行っている。

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の
活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組
みをしている
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16

17

18

19

20 （8）

21

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
○初期に築く本人との信頼関係 入居当初は、本人のリロケーションダメージを最小

限に抑えるために家族や関係してきた事業所から
の情報を共有して１日も早い信頼関係づくりに取り
組んでいる。

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心
を確保するための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係 家族が何に困って入居を希望したのか等をよく聞き
取りして、必要なケアを分析している。直近の暮らし
ぶりは電話にて報告し、家族の不安を解消できるよ
うにホーム全体で取り組んでいる。

サービスを導入する段階で、家族等が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づく
りに努めている

○初期対応の見極めと支援 情報収集から本人の「できること、できないこと」を早
い段階でアセスメントから見極めて、事故のリスクを
最小限におさえた対応に努めている。

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他のサービス
利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係 法人理念の相互支援社会の実現から支援する側、
される側という認識を持たず、家庭的な雰囲気で安
心してお世話をしてくれる人という認識でなじみの関
係を築き、和やかに暮らせるように心がけている。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支えあう家族との関係 職員は家族の思いに寄り添いながら、日々の暮らし
の出来事や気づきの情報を共有することに努め、本
人を支えていくために家族との関係がより密になる
よう努めている。

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援 入居されてもに住み慣れた自宅への外出や外泊が
できるようにしている。また昔からの友人、知人との
関係が途切れないように面会に来やすいように一緒
にお茶を飲めるような支援をしていたが、コロナウイ
ルス感染予防のため、自粛している。現状は、電話
とリモートで対応している。

家族と自宅で過ごせるよう送迎したり、昔からの知
人と会えるように支援している。本が好きな方は図
書館へ出かけ、外で食べたい方は外食するなどし
ている。一時帰宅や墓参りなどは、家族と相談し
お墓参りに職員と一緒に出かけている。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援 職員は利用者同士の関係を把握すると共に、関係
が円滑になるよう調整役となり、一人ひとりの思いを
尊重しながら共同生活が送れるように支援してい
る。

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている
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23 （9）

24

25

26 （10）

27

28

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

○関係を断ち切らない取組み 他事業所へ移られた方や在宅復帰された方へ情報
提供や相談に応じている。利用が終了しても、家族
や関係者の方々に訪問して頂けるような関係作りに
努めてたが、コロナウイルス感染予防のため、自粛
している。

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

その人の持っている力を活かしたり、維持できるよ
うに
職員のかかわり方を統一してできることを引き出
せる計画を心掛けている。計画や目標の達成を評
価し、職員で話し合いアイディアを出し合いなが
ら、見直しをしている。

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介
護計画を作成している

○思いや意向の把握 その人らしい暮らしが続けられるように、一人ひとり
の思いや希望の把握に努めている。例えば嗜好（飲
酒、喫煙等）や習慣を断ち切ることなく希望として大
事にしている。また、日々の行動や表情からも本人
の意向や思いを見逃さないよう努めている。

毎日晩酌をしていることが習慣だった方には、飲
む量を管理して提供するなど、一人ひとりの習慣
ややりたいことなど思いの意向を把握している。把
握の困難な方には、表情や体の動きを見ながら、
必ず声かけして思いを把握するようにしている。。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る

○これまでの暮らしの把握 入居段階でこれまでの生活歴や主な暮らし方等の
把握に努め、これからの暮らしに必要な情報を失礼
がない範囲で家族や知人、本人自身から情報をとる
ように努めている。

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支
援やサービスの多機能化に取り組んでいる

○暮らしの現状の把握 職員は、一人ひとりの生活リズム、心身の状態を把
握するとともに、有する力をより多く引き出せるよう
現状の把握にも努めている。また、どの職員も毎日
の心身の変化には柔軟に対応できる介護力を備え
ている。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング より良い暮らしをするために本人、家族から要望、
意向を確認してケアプランを作成している。担当職
員が毎月のモニタリングを行い、計画作成担当者は
各担当職員からの意見やモニタリングの内容により
ケアプランの変更を随時行っている。

○個別の記録と実践への反映 職員の気づきや利用者の状態の変化等は業務日
誌等にわかりやすく記録していつでも職員が確認で
きるようにしている。また、個々のケース記録にも記
載するとともに毎月担当職員が評価、モニタリング
を行いケアプランの変更に活かしている。

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 家族の状況を踏まえた上で本人の希望に添えるようっコ
ロナウイルス感染予防を配慮しながら、柔軟な対応に取り
組んでいる。長年独居で暮らしていた方が自宅を気にす
ることに対し、家族の体調、時間、環境などコロナウイル
ス感染予防をご家族にも協力して頂きながら、家で過ごせ
る時間を作る支援をしている。
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30 （11）

31

32

33 （12）

34

35 （13）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○かかりつけ医の受診支援 入居されても今までのかかりつけ医での医療が継
続できる。身体状況に応じて協力医療機関が月に２
回の往診、２４時間オンコール体制等の医療も受け
られる体制にある。また、眼科や歯科の受診希望に
対しても適宜対応している。

定期の受診は職員が対応し、心身の体調の変化
に応じて家族にも同行してもらうようにしている。
管理者は、家族と主治医をつなぐ役割をし円滑な
受診ができるよう連携している。受信結果は、電
話や電子メールで報告し共有している。

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

○入退院時の医療機関との協働 入院しても定期的に面会にいって医療機関から情
報を得て経過を記録している。家族、主治医と話し
合いながら、事業所内で対応が可能な段階で早期
に退院できるようにし、通院で治療の継続を図って
いる。

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。あるいは、そうし
た場合に備えて病院関係者との関係づくりを行って
いる。

○地域資源との協働 図書館へ外出したり、近隣のスーパーへ買物へ出
かけるなど地域資源を活用した暮らしを支援してい
る。地域のボランティアの方が定期的に利用者の話
し相手として来所していたが、コロナウイルス感染予
防のため、自粛している。

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援している

○急変や事故発生時の備え 急変時に適切な対応がとれるようにマニュアルを整
備して心肺蘇生法やＡＥＤの使用法を学んで急変時
に適切な対応がとれるようにしている。また、施設内
1階玄関にはAEDも設置してある。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○看護職との協働 協力医療機関と契約して医療連携体制加算を算定
しており、週に1回訪問で入居者の健康管理を行っ
ている。また担当看護師へ日々の状態や体調の変
化、気づいたことを報告、相談して、個別に適切な対
応をとっている。

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相
談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 重度化した場合や終末期でも、ホームで適切な医療
を受けながら暮らしを継続できる体制にあるが、家
族と話し合い入院の選択肢も説明している。ホーム
独自の重度化対応・終末期ケアの指針を全家族に
説明し、同意を得ている。

看取りとなった場合は、家族の思いや関わり方を
再確認して、対応するようにし、看取るまで泊まり
込んだ家族もいる。終末期の対応は内部で研修
会をし、スキルアップのために外部の研修会へも
積極的に参加させている。

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の
関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

○災害対策 定期的に防災訓練を行っていたが、コロナウイルス
感染予防のため自粛している。防災訓練が実施で
きないため、定期的に災害時のマニュアルの確認を
行い、職員が対応できるようになっている。また、停
電、災害時に備えて食料や照明備品を常備して定
期的に管理している。

コロナ禍前、消防署立ち合いの訓練後に、オール
電化であっても電気火災があるのでコンセント等
の漏電に気をつけること等のアドバイスをもらって
いる。前もって勤務表で新任者や参加したこのな
い職員を優先的に、訓練に参加できるようにして
いる。

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている
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37

38

39

40 （15）

41

42

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援している

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保 個人情報の取り扱いには注意を払いながら、職員は

一人ひとりの尊厳を守り、状況に応じた個別のプラ
イバシーを確保している。又、個々に合わせ、安心し
て頂けるように、ゆっくりとわかりやすい言葉で伝
え、距離間、立ち位置なども合わせ対応するよう心
がけている。

人生の先輩として言葉遣いに気をつけて対応し、
一人ひとりの人格を尊重したケアに心掛けてい
る。利用者同士で、尊重やプライバシーを損ねる
ようなときは職員が間に入りお互いの尊厳を傷つ
けることなく対応している。

本人のペースで食事が摂れるよう器具の工夫や
声をかけで対応している。一人ひとりの食べる力
に合わせて常食からきざみ、ミキサー食などその
人の状態に合わせ食べてもらっている。誕生会は
個別に家族を招待して、本人の好み合わせた食
事を出している。

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援 職員側のアプローチの仕方の工夫や、意思表示が
しやすい環境を整えるなど、日常生活の中で一人ひ
とりの状況に配慮しながら柔軟に支援している。何
事にも選択肢をもって自己決定を尊重する支援に努
めている。

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし 就寝や起床、食事等の時間を一律にせず、その日
その日の本人のペースを尊重して、体調や思いに
配慮しながら対応している。職員を多めに配置して、
その日その時の希望に答えられるよう努力してい
る。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

○身だしなみやおしゃれの支援 個々の嗜好に沿った身だしなみ、おしゃれができるよう配
慮している。散髪は協力理容師が、コロナウイルス感染予
防に配慮し２ヶ月に１回訪問、本人、家族が望むスタイル
（パーマ、髪染め等）にしてくれる。また、職員がフェイス、
ハンドマッサージやパックを行い、マニキュアの色を選ん
で頂くなど、おしゃれを楽しむ時間を設けている。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

○食事を楽しむことのできる支援 個々の嗜好に添えるよう、献立や調理を工夫する努力し
ている。献立を一緒に考えたり、盛り付け、片付け等を
個々の力を見極めながら食事が楽しめるよう支援してい
る。また、献立は旬の食材や歳時記にこだわって提供して
いる。感染症予防の観点から利用者と一緒に食事を摂る
ことは控えている。

○栄養摂取や水分確保の支援 食事量は毎食後に全員確認して、記録をしている。摂取
状況の変化の観察をしながら、その時の状態に応じ柔軟
な対応を心掛け、一日を通じて確保できるよう支援してい
る。個々にあった器や自助具を工夫し、摂取量に偏りがな
いよう努めている。水分量の確保は、本人の嗜好、状態
に応じた内容で提供できるようにしている。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持 食後には一人ひとりの口腔状態や自立状況に応じ
て、声かけや一緒に行うなどの支援を行い、清潔が
保持できるよう対応している。義歯の管理が出来な
い方へは職員が全面的に管理し、全介助の場合
は、状態に応じた口腔ケア用品を活用し清潔保持を
行っている。
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44

45 （17）

46

47

48

49 （18）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○便秘の予防と対応 個々の排便パターンを観察しながら、繊維が多い食
べ物や飲み物、水分の摂取量にも気をつけている。
また、排泄を促しやすい姿勢やホール内を歩くなど
の運動への働きかけをしながら便秘予防を支援して
いる。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組
んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

○安眠や休息の支援 日中は談話室のリクライニングソファーや一時的に
ベットで臥床するなど、個別の身体状況に沿った休
息を取り入れている。夕方から落ち着いて過せるよ
うな雰囲気に気配り、就寝に向けて精神的に安定す
るよう工夫している。

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○排泄の自立支援 個別の排泄チェック表を活用しながら、失敗を減らし
たり、トイレでの排泄を促せるように声がけや誘導介
助をしている。夜間帯には、安眠の妨げに配慮しな
がら、個別の排泄支援に努めている。

入居時、紙おむつの方が、職員のその人に合った
トイレ誘導で、リハビリパンツに移行できている。
自立に向けて職員は前向きに取り組んでいる。失
敗したときは、責めることなく事実を伝えずに優しく
対応するようにしている。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

○役割、楽しみごとの支援 日常の家事のほか、歌を唄ったり、手遊び・散歩・買物・ド
ライブなど張り合いや喜びのある暮らしに努めているが、
コロナウイルス感染予防のため、買い物やドライブの機会
は少ない。また、本人の嗜好品（飲酒、喫煙等）も大切に
している。生活の中から役割を持ち一日一日を大切にし
て、誰もが楽しく安心して暮らせるような支援をしている。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

○入浴を楽しむことができる支援 利用者の希望を確認して入っていただいている。一人ひと
りがゆったりと入浴ができるように支援している。また、身
体状況に応じた小浴槽やリフトで安全に入浴もできる。入
浴を拒む方がいても、タイミングを見ながら安心して入れ
るような言葉かけ等の工夫をし、希望があった時には、い
つでも対応ができるよう努めている。

湯冷めしにくい入浴剤を使用して、入浴後には保
湿剤を塗布して皮膚の乾燥を防いでいる。一人ひ
とりに合わせて、女性の利用者で男性職員では難
しい方には女性職員が対応するなどしている。暖
房等で脱衣所と浴室の温度差をなくし、安全に入
浴できるようにしている。

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々にそった支援をしている

○服薬支援 個別の服薬手帳があり、また一人ひとりの現在の服
薬状況がすぐに確認できるようにファイルにまとめて
いる。個々の服薬状況に応じて、スプーンを利用し
ている。服薬に変更があれば家族に連絡して、経過
を主治医、薬剤師に報告、相談するようにしている。

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

○日常的な外出支援 コロナウイルス感染予防のため、個別に意思疎通が
できる方のみ、感染予防対策を取りながら行ってい
るが、機会は少ない状況。集団で毎年行っているよ
うな外出は自粛している状態にある。

季節感や時間を感じてもらうために出来るかぎり
外出出来るようにしている。その日の天候や希望
に応じて買い物などに出かけている。行事で出か
けるときは、出かけられる方、出かけられない方に
対する職員の役割を決めている。

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。又、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る
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50

51

52 （19）

53

54 （20）

55

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○居心地のよい共用空間づくり 一人ひとりが心地よく感じていただけるような空間づ
くりの工夫と季節感に配慮した環境にも心がけてい
る。トイレには花を飾り心地良い空間に配慮してい
る。ホーム内の室温、湿度、日差しにも配慮して、誰
もが居心地よく過ごせるような工夫もしている。

居場所が変わることなく過ごせるよう、ソファーで
好きな懐メロを聴くことが出来るようにしている。ト
イレが近い方、移動が多い方は移動しやすい席に
している。消毒と室温、加湿に気をつけ、職員はマ
スク着用と手指の消毒を１ケア１消毒で対応して
いる。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過
ごせるような工夫をしている

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○お金の所持や使うことの支援 家族と相談して、利用者の管理能力に応じてお金が
所持できるようにしている。また、トラブルが起きな
いように出納帳での金銭管理も行うようにしている。
また、外出時の買い物では、ご本人が金銭の授受
ができるようにもしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮 本人や家族と相談しながら、和室・洋室と固定せ
ず、一人ひとりの状態に応じた環境で暮らせるよう
に整備している。持ち込みに制限せずに居心地のよ
い居室になるよう努めてる。

一人ひとりの身体状況に合わせてベッドの位置を
工夫している。居室入口に名前を表示し、わから
ない方へは目印になるものを工夫している。毎日
の居室清掃は職員が行い、細かい清掃や衣替え
は居室担当者が中心に行っている。

居室、或いは泊まりの部屋は、プライバシーを大切
にし本人や家族と相談しながら、居心地よく、安心し
て過ごせる環境整備の配慮がされている。
（グループホームの場合）利用者一人ひとりの居室
について、馴染みの物を活かしてその人らしく暮らせ
る部屋となるよう配慮されている。

○電話や手紙の支援 利用者の希望に応じて家族や知人へ電話をかけた
り、家族へはがきを出せるようにして、外部と切れな
いように支援をしている。コロナウイルス感染予防の
ため、リモート面会も実施しており、ご家族の都合に
合わせて対応している。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 廊下にトイレ、居室入口に名前の表示など目線の高
さに分かりやすく表示することにより環境での混乱を
少なくして自立して安心した暮らしが送れるように工
夫している。

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 談話室にはリクライニングソファーでゆったりと過ごせるよ
うな居場所を作っている。マッサージチェアーなどの健康
器具も配置され、他者とコミュニケーションできる配置に
なっている。懐メロや動物等の番組を録画しておき、いつ
でも利用者が楽しめる環境にある。ホームで飼っている猫
とくつろげる場所にもなっている。

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している
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